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小学校特別支援学級 教科別の指導「算数」学習指導案 
日 時   令和〇年〇〇月〇〇日（〇） 

〇校時 〇〇：〇〇～〇〇：〇〇 
                         場 所   〇〇〇学級 〇組 

指導者   教諭  〇〇 〇〇 
      介助員 〇〇 〇〇 

１ 題材名 １年「くり上がりのあるたしざん」「課題学習」     
      ２年「くり上がりのあるたし算の筆算」「課題学習」   
 
２ 題材設定の理由 
（１）学級及び児童の実態 （省略） 
（２）題材について 
  １年…本時の学習は、学習指導要領、第１学年２内容Ａ「数と計算」（２）イに示されている。

児童は１学期に「いくつといくつ」で１０までの数の構成を学習し、「たし算」では、和が１０以

内の加法を学習している。１０の合成・分解という数の構成的な見方は、これからの計算の基礎と

なる重要な内容である。よって、１００玉そろばんを使用し、継続して復習している。また「２０

までの数」も学習してきた。本時の学習では、「２０までの数」での学習をもとに、繰り上がりを

「１０といくつ」ととらえることが要点となる。まず、「１０のまとまり」をつくる方法で解決し

ていくことを理解するために、数図ブロックで具体的操作をくり返し行い、計算の仕方を確実に身

に付けるようにする。そして、操作したことをさくらんぼ計算や言葉で表現する活動をすることに

より、さらに理解を深めたい。 
  ２年…本時の学習は、学習指導要領、第２学年２内容Ａ「数と計算」（２）アに示されている。

児童は１学期に、「たし算とひき算の筆算」で繰り上がりのある（２位数）+（２位数）の筆算や繰

り下がりのある（２位数）－（２位数）の筆算を学習してきている（答えが２けた）。その中で、

基本的な筆算の形式の仕組みを理解し、手順が書いてあるヒントカードを見ながら、筆算ができる

ようになってきた。本時の学習「くり上がりのたし算の筆算」では、初めて答えが３桁になる筆算

や繰り上がりが２回ある筆算の計算を行う。２回繰り上がりがあることや数が大きくなったことで

抵抗を感じる児童もいるので、個に応じた言葉かけやヒントカードを工夫して、意欲を高めたい。

本時の問題は、十の位が空位になる場合の筆算である。空位のある３位数について、計算棒を使用

することで、視覚的に把握できるようにし、１０の束がないときは十の位に０を書くことをしっか

り押さえたい。繰り上がりの仕方をよく理解させた上で、練習問題をくり返し行い「自分で筆算が

できる」という自信へとつなげていきたい。 
  授業の構成は、児童が見通しをもち、意欲をもって学習に取り組むことができるように、大きく

２つの工夫をしている。①授業の導入では、頭の体操として「１００玉そろばん」の学習を行って

いる。毎時間行うことで児童が見通しをもって安心して取り組める課題であると同時に算数の基礎

作りにもつながると考え、２学期から継続して取り組んでいる。②次に、個別の課題学習として

「復習タイム」を行っている。それぞれ取り組む問題は、既習内容の中で児童が苦手としている学

習内容を取り上げている。本時の復習タイムでは、全員同じ課題の学習「ピッタリ金額」を行う。
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生活の自立をめざし、金種を理解し、金額に合わせてお金を選ぶことができることや３位数や２位

数の大小を比較することができることを目標に取り組んでいる。復習タイムは、短い時間を設定

し、苦手としている課題をスモールステップで継続して行うようにしている。①②の学習のあと、

「今日の問題」に入るというパターン化した構成で授業を展開することで、児童が見通しをもって

学習に取り組むことができている。 
（３）指導・支援について 
  本学級での算数の学習形態は、個別の課題学習（既習内容の復習）を行ったあと、各学年の学習

内容を進めていく方法で授業を展開している。授業の流れを掲示することで見通しをもって学習で

きるようにするとともに、活動の区切りを明確にしたり、机上を整理したり、集中できる環境も考

慮している。 
各学年の学習では、教育課程の継続性・系統性をふまえて、子どもたちの「学びの基礎」を高め

るために、教科書を使用した学習を進めている。児童のつまずきが見られるときは、既習内容にも

どったり、くり返し学習したりしている。内容については、児童の実態に応じて生活の自立のため

に必要な内容を選択したり、学習課題を日常生活に根ざした問題に変えたりしている。指導にあた

っては、本題材を通して数量や計算の基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得し、学んだこと

を活用して問題を解決したり、他の学習や生活に活用したりできる力を育みたい。そのためには、

児童に「わかる・できる喜び」を味わわせ、自信をもって取り組めるよう個々の実態に応じた支援

を行う。声をだしながら具体的操作を繰り返し行い、計算の手順をしっかり身に付けたい。 
  個別の課題学習では、児童の実態を把握し、個々に応じた学習課題・支援教材・課題の量の調整 
・環境設定などを工夫することで、児童が主体的に学ぶことができる支援を行う。児童が将来、自 
立した生活を送ることができるように、生活に根ざした算数の学習を工夫し、支援していけるよう 
にしたい。 
 

３ 題材の目標 
 （１）（１位数）+（１位数）で、繰り上がりのある場合の計算の仕方を理解し、計算することがで 

きる。                                 （１年生） 
 （２）（２位数）+（２位数）で一の位と十の位に繰り上がりのある筆算することができる。  

（２年生） 
 （３）・金額に合わせてお金を選ぶことができる。 

・数の大小を比較することができる。             （課題学習１・２年生） 
 
４ 指導計画 
 １年（１７時間扱い  本時１４/１７） 
時間 学習内容 ねらい 
１～４ （１位数）+（１位数）で繰り上

がりのあるたし算について、１０

をつくることのよさがわかり、数

図ブロックを用いて８+３や９+

（１位数）+（１位数）で繰り上がりのあるたし

算について、数図ブロックを用いて、１０の補数

を考えて、加数を分解して１０を作り計算するこ

とができる。 
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４の計算を考える。 
５～９ （１位数）+（１位数）で繰り上が

りのあるたし算について、数図ブロ

ックを動かさずに、計算の仕方を声

に出して言う。（さくらんぼ計算） 

（１位数）+（１位数）で繰り上がりのあるたし算

について、１０の補数を利用した計算を数図ブロッ

クを動かさずに、計算することができる。 

10～12 被加数が６以上のたし算、９+□、

８+□、７+□、６+□の部分を変え

てたし算の練習をする。 

被加数が６以上のたし算の□にあてはまる数を変え

ても１０の補数を利用した計算方法で計算すること

ができる。 

13～15 
本時 14 
時間目 

被加数が５以下のたし算、５+□、

４+□、３+□、２+□の部分を変え

てたし算の練習をする。 

被加数が６以上のたし算の□にあてはまる数を変え

ても１０の補数を利用した計算方法で計算すること

ができる。 
 

16・17 
 

繰り上がりのあるたし算を練習す

る。 
繰り上がりのあるたし算を正確に解くことができ

る。 

２年（１０時間扱い  本時７/１０） 
１ 既習事項の復習 

（２位数）+（２位数）で繰り

上がりのある筆算の練習をする 

（２位数）+（２位数）で繰り上がりのある筆

算ができる。 

２・３ 
 

５４+７２の筆算では、十の位

に繰り上がりがあることに気づ

き、既習を生かして考える。 

２桁のたし算の筆算をいかして、（２位数）+
（２位数）で十の位に繰り上がりのある筆算が

できる。 

４～６ ６５+７８の筆算には、２回の

繰り上がりがあることに気づ

き、既習を生かして考える。 

（２位数）+（２位数）で繰り上がりが２回あ

る筆算がヒントカードや計算棒を使ってでき

る。 
７・８ 
本時７時

間目 

３８+６７の筆算では、２回繰

り上がりがあり、十の位が空位

になる筆算の方法を知る。 

繰り上がりが２回ある筆算で十の位が空位にな

る筆算をすることができる。 

９・10 （２位数）+（２位数）のたし算

を練習する。 
いろいろな問題に取り組み、学習内容を確実に身

に付ける。 
 
５ 本時の学習 

（１） 共通目標 
① 本時の学習課題（１年…繰り上がりのあるたし算・２年…繰り上がりのある筆算）に最後

まで取り組むことができる。 
② 意欲的に課題学習に取り組むことができる。 

（２） 児童の実態 
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学

年 
名

前 
① 本題材に関する実態 
② 課題学習に関する実態 

   個人目標  支援の手だて   

○

年

○ 

Ａ ① １０までのたし算・ひき算で

は、指を使って答えを出すこ

とができるようになってき

た。計算練習では、集中が続

かず、鉛筆や消しゴムで遊ん

でしまうことがある。 
② 「１００玉そろばん」 

そろばんを動かしながら声を

出すことができるようになっ

てきた。 
「ピッタリ金額」 
お金の模型を使った学習は初

めて行う。 

① 繰り上がりのたし算を

１０の補数を利用して

計算することができ

る。 
② 「１００玉そろばん」 

正しく数えることがで

きる。 
「ピッタリ金額」 
提示された金額を補助

してもらいながら出す

ことができる。 

① 分解の仕方でつまずい

た時は、計算の手順が

書いてあるヒントカー

ド掲示し、確認するよ

うにする。机上は、必

要な物だけを置き、集

中できるようにする。 
② 「１００玉そろばん」 

そろばんを動かすとき

に遅れることがあるの

で、介助する。 
「ピッタリ金額」 
いろいろなことに気が

散ってしまうため、介

助員がそばにいて活動

を手伝い、落ち着いて

活動できるようにす

る。 
○

年

○ 

Ｂ ① たし算やひき算の筆算の仕方

は理解できているが、計算の

学習に苦手意識があるため、

最後まで集中して取り組めな

いことがある。 
② 「１００玉そろばん」 

声を出さないが、よく理解で

きている。 
「ピッタリ金額」 
お金に関心があり、正しく提

示された金額を出すことがで

きる。 
 

① ２回繰り上がりのある

たし算で、10 の位が空

位になることに気づき

計算することができ

る。 
② 「１００玉そろばん」 

落ち着いて算数の学習

に入ることができる。 
「ピッタリ金額」 
５円や５０円、５００円

なども使って金額を出す

ことができる。 

① 今まで学習してきた筆

算の違いに気づかせる

ために、前時の学習内

容を掲示し、比べさせ

る。 
② 「１００玉そろばん」 

友だちの声に合わせて

口を動かしたり、そろ

ばんを動かしたりして  
いたら評価をし、落ち

着いて学習に入れるよ

うにする。 
「ピッタリ金額」 
変身できるお金がある

ねと声をかけて、５円

や５０円、５００円を

意識させる。 
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○

年

○ 

Ｃ ① １０までのたし算、ひき算の

計算も指を使って行ってい

る。筆算は少しずつ一人でで

きるようになってきた。計算

問題に真面目に取り組むこと

ができるが計算ミスが多い。 
② 「１００玉そろばん」 

声は小さいが理解しながら、

そろばんを動かしている。 
「ピッタリ金額」 
提示された金額を正しく出

すことができるが、まだ、

５円・５０円・５００円の

使い方をしっかり理解でき

ていない。 

① ２回繰り上がりのある

たし算で、10 の位が空

位になることを知り、

計算することができ

る。 
② 「１００玉そろばん」 

自信をもって声を出し

て数えることができ

る。 
「ピッタリ金額」 
提示された金額を自分

で出すことができる。 
 

① 計算棒を使用して、十

の位が空位になること

を視覚的に分かるよう

にする。 
② 「１００玉そろばん」 

教員が近くで自信をも

って声を出して数える

ように言葉かけをす

る。 
「ピッタリ金額」 
早く金額を出すことがで

きたら、ヒントカード 
を出して、５円や５０

円、５００円に変身でき

ないか考えさせる。 
 

○

年

○ 

Ｄ ① １０までのたし算、ひき算の

計算も指を使って行ってい

る。筆算も少しのヒントで、

できるようになってきている

が時間がかかる。 
 
② 「１００玉そろばん」 

自信がつくと大きな声で数え

ることができる。 
「ピッタリ金額」 
提示された金額のヒントを

もらいながら正しく出すこ

とができる。まだ、５円・

５０円・５００円の使い方

を理解できていない。 

① ２回繰り上がりのある

たし算で、10 の位が空

位になることを知り、 
ヒントカードを見なが

ら計算することができ

る。 
② 「１００玉そろばん」 

自信をもって声を出し

て数えることができ

る。 
「ピッタリ金額」 
提示された金額を自分

で出すことができる。 
 

① 計算棒を使用して、十

の位が空位になること

を視覚的に分かるよう

にする。 
② 「１００玉そろばん」 

つまずくところを把握

して、教員が一緒に数

えるようにする。    
「ピッタリ金額」 
悩んでいるときは、ヒ

ントを出して、できる

だけ自分で出せるよう

にする。枚数にこだわ

らず、正しく出せるよ

うに声をかける。 
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（３）展開  
時

間 
学習内容 〇児童の活動 ◎予想される児童の反応 □指導者の主な指示

発語等 ※支援の手だて ＊評価の観点 
資

料 
A 
○年・○ 

B 
○年・○ 

C 
○年・○ 

D 
○年・○ 

３

分 
１ はじめのあ

いさつ 
 
 
 
２ 本時の学習

内容を知る 

 
 
 
※全児童が良い姿勢になってからあいさつをはじめるようにす

る。 
 
 
 
※授業の流れに注目できるように一つずつホワイトボードに貼

る。 
※机の上には何も置かずに話に注目させる。 

 

５

分 
３ 頭の体操 
「１００玉そ

ろばん」を 
する。 
１０を作る 
２とび 
５とび 
１０とび 

 

 
 
 
 

百
玉
そ
ろ
ば
ん                                     

◎教師が側にい

て一緒に数える

と意欲的に取り

組む。 
※介助員がそろ

ばんを動かすの

を手伝い一緒に

数える。 

◎理解できて

いるが声を出

さない。 
※友だちの声

に合わせて口

を 動 か し た

り、そろばん

を動かしたり

していたら、

落ち着いて学

習に入れるよ

うにする。 

◎自信がない

ため、声が小

さい。 
※教員が近く

で自信をもっ

て声を出して

数えるように

言葉かけをす

る。 
 

◎分かるところ

は大きな声で数

える。 
※つまずくとこ

ろを把握して、

教員が一緒に数

えるようにす

る。    

□背中はピン、手はピタできていますか。 
〇日直のあいさつで授業を始める。 

□今日の算数で勉強することを説明します。    
〇授業の流れの掲示に注目をし、授業の見通しをもつ。        

□頭の体操をしましょう。 
〇そろばんを動かしながら、１０を作る（１と９で１０）・

２とび・５とび・１０とびの数を数える。 
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10
分 

４ 復習タイム 
「ピッタリ金

額」 

 
 
 
 
※全ての金額が見えやすく、取りやすいように小さい箱にお金

を入れる。 
※位を意識して学習できるようにシートを工夫する。 

お
金
の
模
型 

 

 ◎ヒントをもら

うとピッタリの 
金額を出すこと

できる。 
※介助員がそば

にいて活動を手

伝い、落ち着い

て活動できるよ

うにする。 
＊提示された金

額を教員に補助

してもらいなが

ら 出すことが

できたか。 

◎ピッタリの

金額を出すこ

とができる。

※変身できる

お金があるね

と 声 を か け

て、５円や５

０円、５００

円を意識させ

る。 
＊提示された

金額を５円・

５０円・５０

０円なども使

って出すこと

ができたか。 

◎間違うこと

があるが、自

分で金額を出

すことができ

る。 
※早く金額を

出すことがで

きたら、ヒン

トカードを出

して、５円や

５０円、５０

０円に変身で

きないか考え

させる。 
＊提示された

金額を自分で

出すことがで

きたか。 

◎自信がないと

きは、動かなく

なり、時間がか

かる。 
※悩んでいると

きは、ヒントを

出して、できる

だけ自分で出せ

るようにする。

枚数にこだわら

ず、正しく出せ

るように言葉か

けをする。 
＊提示された金

額を自分で出す

ことができた

か。 

買
い
物
用
の
広
告 

 
 
 
 

 

22
分 
 
 

５ 今日の問題

に取り組

む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎加数・被加数

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※マスから

出ないよう

に声をかけ

る。（自立活

動・環境の

把握） 

※マスから

出ないよう

に声をかけ

る。（自立活

動・環境の

把握） 

※書き始め

るのが遅く

なるため、ど

こから書く

のかを個別

に声をかけ

る。 

 

□ピッタリの金額を出して買い物をしましょう。 
１つ買い物ができたら２つめを買い物します。 

〇好きな品物を選んで、ピッタリの金額を出す。 

□今日の問題を読んでみましょう。 
〇教師と一緒に声に出して読む。 
〇問題文をノートに書く。 

□昨日勉強

した計算を

してみまし

ょう。 
〇前時の学

習で行った

３ + ９の計

算を行う。 
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のどちらを分解

するのか考えな 
がら計算できる 
※繰り上がりの

たし算は、１０

を作って考える

ことをおさえ

る。 
※分解の仕方で

つまずいた時

は、計算の手順

が書いてあるヒ

ントカード掲示

し、確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※板書を写すこ

とが難しいの

で、「数字」と 
「合わせて」 
以外は、あらか

じめノート 
に書いておく。 
 
 
 
 
◎合わせるだか

らガッチャンで

たし算。 

 
 
 
 
 
◎たし算です。 
※日常生活の中で買い物をした場面を思い出さ

せ、代金を考えるときはたし算をすることを確認

する。 
 
 
 
 
※分からず止まってしまう児童もいるため、

間違っても良いから、自分でやってみようと

声をかける。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

  

計
算
棒 

 
 

  

問
題
文
の
絵 

 
 
 
 
 
 
 

 

◎既習内容を

いかして計算

ができる。 
※今まで学習

してきた筆算

の違いに気づ

か せ る た め

に、前時の学

習内容を掲示

し、比べさせ

る。 
 
＊２回繰り上

がりのある計

算で、十の位

◎繰り上がり

の仕方は理解

で き て い る

が、十の位に

０を書くこと

が わ か ら な

い。 
※計算棒を使

用して、十の

位が空位にな

ることを視覚

的に分かるよ

うにする。 
※姿勢保持が

できず、動い

◎繰り上がりの

仕方は理解でき

ているが、十の

位に０を書くこ

とがわからな

い。 
※計算棒を使用

して、十の位が

空位になること

を視覚的に分か

るようにする。 
※周囲が気にな

ってしまい、集

中できないとき

は、仕切りを作

□今日の問

題を読んで

み ま し ょ

う。 
〇教師と一

緒に声に出

して読み問

題文をノー

トに書く。 

□なに算で

すか。 

□何算ですか。式に書いてみましょう。 
〇分かっていること（赤）と聞かれている

こと（青）にアンダーラインを引いて何算

かを考える。 

□筆算で計算してみましょう。 
〇自分で筆算をする。 
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※何算か分から

ないときは、提

示した絵を確認

しながら問題の

イメージをもた

せる。 
 
 
 
 
 
 
 
◎１０を作って

考えることがで

きる。 
※数の分解でつ

まずいている時

は、数図ブロッ

クで考えさせ

る。 
＊繰り上がりの

たし算を１０の

補数を利用して

計算することが

できる。 
 
 
 
※集中が切れた

ときは、集中す

るように言葉を

かけたり、あと

何問で終わりか

を伝えたりして

見通しをもたせ

る。 

が空位になる

こ と に 気 づ

き、計算する

こ と が で き

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※理解できた

か確認してか

ら練習問題に

はいるように

する。 
※練習問題の

数が自分で納

得できないと

最後まで集中

で き な い た

め、最初に問

題数を伝えて

確認する。 

て し ま う た

め、座面中央

に座るように

声をかける。

（自立活動・

身体の動き） 
 
＊２回繰り上

がりのある計

算で、十の位

が空位になる

ことを知り、

計算すること

ができる。 
 
 
 
 
※理解できた

か確認してか

ら練習問題に

はいるように

する。 
 
 

り、あせらず計

算できるように

する。 
 
＊２回繰り上が

りのある計算

で、十の位が空

位になる計算の

仕方を知り、ヒ

ントカードを見

ながら計算する

ことができる。 
 
 
 
 
※時間がかかる

とあせって集中

力がなくなるた

め、ゆっくりで

きるところまで

で良いことを伝

える。 

□計算しま

しょう。 
〇自分で計

算する。 

〇練習問題

をする。 

〇 練 習 問

題をする。 

〇 練 習 問

題をする。 

〇練習問題

をする。 

練

習

問

題

プ

リ

ン

ト 
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５

分 
６ 今日の学

習をふり

かえる。 
 
 
 
 
 
７ おわりの

あいさつ 

 
 
 
 
※一人一人を評価し、認め、次時の学習への意欲付けを行う。 
※自己評価が難しい児童には、授業の流れが掲示してあるホワ

イトボードを見て、言えるように声をかける。 
 
 
 
※集中が切れている児童にもあいさつは、しっかり行うように

声をかける。 

 

 
６ 評価 

（１） 共通目標に係る評価 
① 本時の学習課題（１年繰り上がりのあるたし算・２年繰り上がりのある筆算）に最後まで

取り組むことができたか。 
② 意欲的に個別課題学習に取り組むことができたか。 
 

（２） 個人目標に係る評価 
学年 名前 評  価 
〇年

（〇） 
A 
 

・繰り上がりのたし算を１０の補数を利用して、計算することができたか。 
・提示された金額を教員に補助してもらいながら 出すことができたか。 

〇年 
（〇） 

B ・２回繰り上がりのある計算で、十の位が空位になることに気づき、計算す

ることができたか。 
・提示された金額を５円・５０円・５００円なども使って出すことができた

か。 
〇年 
（〇） 

C ・２回繰り上がりのある計算で、十の位が空位になる計算の仕方を知り、計

算することができたか。 
・提示された金額を自分で出すことができたか。 

〇年 
（〇） 

D ・２回繰り上がりのある計算で、十の位が空位になる計算の仕方を知り、ヒ

ントカードを見ながら計算することができたか。 
・提示された金額を自分で出すことができたか。 

 
 
 
 
 

□今日の学習でがんばったことはなんですか。 
〇自分が特に頑張ったことを自己評価する。 

〇日直のあいさつで授業を終わりにする。 
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７ 教室環境図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

黒  板 

出
入
口 

出
入
口 

○年○Ｄ ○年○Ｃ ○年○Ｂ ○年○Ａ 

ホワイトボード ホワイトボード 

「ピッタリお金」の学習で使用 


